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       Some  basic concepts  for the  study  on  situational  judgement in ball games

                                   Akira Nakagawai

    The  term  
"situational

 judgement" has been used  often  in the  field of  ball games  in our

country.  However,  the  study  on  situational  judgement in ball games  has been  hardly deve-

loped. This is partly caused  by unclearness  of  the  object  of  study,  as  situational  judgement
and  situational  judgement ability,  at  the  conceptual  level. Then  it was  attempted  in this paper

to consider  and  clarify  three  basic concepts,  i.e., situational  judgement in ball games,

situationat  judgement ability  in ball games, and  game  situatien,  from such  an  uncultivated  field.

From  another  point  of  view,  this paper can  be regarded  as  an  attempt  to present  some

theoretical  frameworks for the study  on  situational  judgement in ball games.

    (1) Situational judgement in ball games  was  consldered  synonymous  with  decisionmaking

in the game,  and  defined as  
"to

 make  a  decision what  to  play  in the  game".  Next, the process

of  situational  judgement in ball garnes was  considered  from the  information processing  approach,

and  a  conceptual  linear model  of  the  process, which  contains  selective  attention  to outer  game

situation,  recognitSon  of  game  situation,  anticipation  of  game  situation,  and  decision on  play,

was  presented. Finally, situational  judgement in ball games was  classified  into ones  of  four

levels according  to the  hierarchy of  the decisions in the  garne.

    (2) Situational judgement ability  in ball games  was  defined as  
"the

 ability  to make

situational  judgement, i.e.. to  make  a  decision what  to play, in the  specific  ball game".  dnd

it was  discussed that  situational  judgement ability  was  an  indispensable element  of  skill  in

each  ball game.  Next, four abilities  at  each  sub-process  of  the  above-mentioned  process

model  were  identified as  the constituents  of  situational  judgement ability  in ball games.  Finally,

a  few quasi-synonyms,  as  tacticai  ability  and  game  sense,  were  discussed.

    (3) Game  situation  was  defined as  
"the

 unity  of  all stimuli  having influence on  a player

in the game". And  their  stimulus  elements  were  shown  concretely  under  the  objective  ones

(outer game  situation)  and  the  subjective  ones  in order  to understand  the concept  more  clearly.

Next. game  situation  was  classified  with  reference  to  situational  judgement from  two  different

view  points,  the  one  is that  it is static  game  situation  in which  tha  game  is started  after

stoppage  or  dynamic game  situation  in which  the  game  is evolving,  the  ether  is that  it is
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game 　
situation

　in　which 　such 　plays　cannot 　be　standardized 　 theoretically ．　Combinding　these 　two
taxonomy ・game 　situation 　was 　classified 　under 　four　categories ．

　　About 　the 　frameworks　 presented　 in　 this　 paper，　 more 　 theoretical　 consideration 　 should 　 be
expected ・　and 　in　parallel　their　va1 三dity　and 　practical　usef ロ lness　should 　be　verified 　by　the
corroborative 　 studies 　in　 future．

　　（Aki・a　N ・k・g・ w ぺ
‘
S。 m ・ b・・ic　c・ncept ・ f… h・ … dy ・n ・it… i・n ・l　j・dg・ m ・ n ・ i・ b・ll・9 。 m 。，，

・

JaP．」．　Phys．　Educ ．28−4 ； 287− 297，
　March，1984）

　 ボ ー
ル ゲ

ー
ム 注1）で は，陸上 競技や体操 競 技 の

よ うに 競技巾 に行 なう運動系列が前も っ て決 ま っ

て い な い 。 従 っ て，プ レ ー
ヤ
ー

は ， 絶 えず流動的

に 変化す る状 況の 中で運動系列 を効果的に 変化 さ

せ て い か な けれ ば な らない 。 も し，状 況を全 く無

視 してあ らか じめ 決め てお い た運 動系列 だけを行

な うなら，い くらそれ らに 習 熟 して い て もゲ ーム

で 高 い 水 準の 成果を達成する こ とは不可能に違い

ない 。そ れ故 ， ボ ール ゲ ーム で は ，
プ レ ー

ヤ ーの

身体的 ・運 動的側面だ けで な く ， 更 に 知覚的 ・知

的 側面 が非 常に 重要 に な っ て くる の で ある 。

　 「状況判断」 は プ レ ー
ヤ
ー

の こ の よ う な 知 覚

的 ・知的 側面 すなわ ち状況 に応 じた プ レ
ー

を も

た らすプ レ ー
ヤ

ー
の 内的 要因に 言及 す るた め の 用

語の 一
つ で ある 。

　ボ ール ゲ ーム にお い て状況判断 に関する問題が

重要な こ とは今 ま で に しば しば指摘 され るが，こ

の 問題 に関す る科学的研究 とい うこ とに なる と，

質 ・量 と もに 乏 し く， 断 片的 な知見 が散在 して い

る に 過 ぎな い （関連文献 は 中川 29）・31）を参 照）。 従

っ て ， ボ ール ゲ ーム にお ける状 況判断に関 する研

究は，必要性が認 識され つ つ も，未 だほ とん ど進

展をみ て い ない の が現 状 であ る と言えよ う。

　 こ の よ うに研究が進展 しな い 大 きな原因 の
一

つ

に ，ボ ール ゲ ー
ム に お け る状況判断や状況判断能

力 と い っ た研究対象が概 念的 に 十分，明確に され

て い な い こ と が あ る 。
こ の こ とが，結果 と して ，

ボ ール ゲ ーム にお け る状況判断 に 関す る問題 を具

体的 に 研 究の 爼上 に載せ る こ とを困難 に し て お

り，同時 に閧連す る知見 を効果的 に組織化す る こ

とを困難に して い ると考 え られ る。

　以上 の こ とを踏 まえ ， 本論文 は，ボ
ー

ル ゲ ーム

に お ける状況判断 に関す る研究 を遂行する に 当た

り基本 とな る幾 つ かの 概念の 明確化を 図 る こ と

を ， その 目的 とする 。 具体的には ， ポ ール ゲ ーム

にお け る状況判断 ，状況判断能力，そ し て ゲ ー
厶

状況の 三 つ を取 り上 げ，定義，分 類，そ して 他 の

重要概念と の 関連等に つ い て 考察 を行 な う。 別 の

角度か らみるな ら， 本論文 は，ポ ール ゲ ーム に お

ける 状況判断に 関 する研究 に対 して 共通の 基盤を

与 え，一
つ の 理 論的枠 組を設定 しよ うとする試み

で ある 。

ポ
ー

ル ゲ ーム におけ る状況判断

1　 定　　義

　状況判 断 とい う用語 は我が 国の ポ ー
ル ゲ ーム の

領域 に お い て しば しば使われ る 。 しか し ，
ボ ール

ゲ ー
ム の 領域の 研究者 が共 通理解で きる術語 と し

て確立 されて い る とは必 ずしも言 え な い 。 そ れ

故，こ の 問題を解 決し て お くこ とが まず必 要で あ

る。

　 ボ ー
ル ゲ ーム の 文献 の 中で は ， 状況判断 と い う

用語 は大 きく二 つ の意味で使われ て い る 。一’つ は ，

プ レ ーす る際に 状況が如 何に あるか を判断 する こ

と とい う意 味で あ り （例 えば恩 田36），多和 ら49），

大西 ら37），北村 18））， もう一
つ は，そ の ような状

況把握 に加え 目下 の 状況 で何 を なすべ きか を判断

する こ ととい う意味で あ る （例え ば大西38），サ ッ

カ ー指導法 研 究会42）
， 安ケ 平

53），西田 33）
， 紙透 ユ7））。

（ゲ ーム で プ レ ーす る際 の状況，す なわ ちゲ ーム

状況 とい う概念に つ い て は ， 後 で 別 に章 を立 て 論

議する 。）こ の 後者 の意味の 中に は前者 の 意味が含

まれ て お り， 両者 は狭義 一広義 の 関係 にあ る と言

え る 。

　ボ ール ゲ ーム の 領域の 術語 と して の 状況判断の

概念規定は， これ ら二 つ の 意味 の 内，後者 の広義

を採る立場 に立 っ て行 なわれ る こ とが適当で あ る

と考え る 。 そ の 理 由は次 の 2 点で あ る 。
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　（1 ） ポ ール ゲ ーム にお い て状況判断 とい う用

語は ，　「今 の状況判断は悪い 」　「彼の 状況判断は

い つ も適確だ」な ど と実践の 場で 使われ る こ とが

多い 用語で ある 。 その 場合 に ， 「状 況が如何に あ

るか の 判断」 とい う知覚的な部分 だけを取 り出 し

てそれ に 言及 し て い る の で は な く，当該状況で ど

んな プ レ ーが選択され たか を捉え その プ レ ーの 適

否 に 言及 して い るはずで あ る。それ故，文 献の 中

で は 二 通 りの 意味が あ っ たが ， 実際には ， 状況に

対 して どう対処すべ きかを判断する こと とい う後

者の意味で 状況判断 を用い る方が一
般的であ る と

考え られ る。

　（2） 辞書 を調べ る と ， 昭和 11年刊の 大辭典 45）

に ， 状況判断が兵語 で ある と し て ，後 者 と同 じ立

場 の 意味 が記 され て い る。従 っ て ，後者 の 意味が

状況判断 と い う用 語の 元来の意味 に即 した も の で

ある と推測 され る 。

　それ 故，こ こ で ，ボ ー
ル ゲ ーム におけ る状況判

断 は後者 の 意味 を指 す用 語 で あ る と規定する こ と

に す る 。

　 さて ， 次 に ， ボ ール ゲ ー ム にお ける状況判断 の

具体的 な定義 の 問題 をみ て み る と，状況判断 が既

に 日常語 とし て も使われ て い る ため に今 まで に 改

め て論議 された こ とは な く， 定義自体も若干ある

に 過 ぎな い 。その 中で ，西 田33）は， 「時 々 刻 々 と

変化す る状況 の 中で ，味方や相手の 動きを正 確に

認知 し，チ ー ム の た めに最も効果的なプ レ
ーが何

で ある か を判断す る こ と」 として ボ
ー

ル ゲ
ーム に

おける状況判断を定義 して い る 。
こ の よ うな定義

は ，ボ ール ゲ ーム に おけ る状況判断 とい う用 語が

指す概念の 輪郭を理解す る た め には役立 つ が，研

究対象 を指示する定義と して は あ る曖昧な点が残

る。それは，文末 の 「判断す る こ と」 とは何な の

か ， とい う点であ る 。

　判断 は i それ に つ い て 今 ま で 多 くの 人 が定 義を

試み て い るが，明 確な定義を与 え る こ とが困難な

概念 で ある と
一

般 に考え られ て い る （Newel132），

柿崎 16））。 しか し，Johnsoni3）は こ の よ うな曖昧

な もの と して 扱われ が ちな判断 を心 理 学に お け る

具体 的な研究対象 に す るため に，ある明確 な定義

を示 した 。 彼に よる と，判断は ，幾つ か の既知の 選

択肢 の 一つ に対象を割 り当て る思考過 程，言い 換

え るな ら，既知 の 反応選択肢 間の 決定過程 と し て

定義 され る 。 こ の Johnsoni3） の定義は操作性が

高 く， 判断 の 問題 を意識心 理 学的な立 場 を 超 え

て ， 客観的 ・行動論的な立場か らア ブ ・
一チす る

こ とを可能 にす る妥当なもの で あ る と評価で き る

（柿崎 15））。

　本論文で 問題に して い る状況判断 を定義 する際

に も ，
こ の Johnson13）の 考え方に倣 うこ とが有効

であ る と思われ る 。 こ の こ とは ， ポ
ー

ル ゲ ーム に

おけ る状況判断 を ， 状況で遂行す る （最 も効果的

な）プ レ
ー

を既存の プ レ ー選択肢の 中か ら決定 す

る こ と ， すなわちゲ
ーム の状況下 で の意思決定に

関す る概念 と して規定 し直す こ とを意味する 。

　以上 か ら，
ボ ール ゲ ーム に お け る状況判断 は ，

「ゲ ー ム の 中で ， 遂行 す る プ レ ーに 関す る決定 を

行 な うこ と」 と定 義づ ける 。 先 の 西田 33）の 定義 に

もみ られ る よ うに ， 決定 に至 る まで の 内的 過程 を

仮定 しそれ に言及 して 定義する こ ともで きるが ，

こ こ で は ボ
ール ゲ ー ム にお ける状況判断がゲ ーム

に お け る プ レ ーヤ ーの 意思決定行 為を指す概念で

ある こ とを指摘する に 留め ，
こ の よ うな状況判断

の 過程 に 関 す る論議 は 次項 で 行 な う。また，こ の

定義 の 中の プ tz・一は 「ゲ ーム 進行 中の競技 N的 に

沿 っ た プ レ ーヤ ーの 運動行 為」 と定義す る 。

　英米国の 関連文献で は，situational 　judgement
の ような成句 とし て 状況判断に直接当たる用語は

見当た らない
。

こ こ で 定義 し た状況判断の 意味で

は，一般 に decision　making が使 わ れ て い る

（例 えば ，
Istvanfii1）・12）

，
　 Greenwood5）・6），　 Alain

and 　Proteaui））。 　（しか し， 我 が国の ボ ール ゲ ー

ム の 領域で は ， 意思決定 とい う用語 は余 り使われ

ず ， 状況判断の 方が
一
般的で あ る と思 われ る 。）従

っ て ，ボ
ー

ル ゲ ーム に お け る状況判断 は decision

making と英訳する のが適当で あ る と考え られ る

が ， 本論文 は 状況判断 と い う用語それ 自体を 問題

に し て い る の で situational 　judgementと い う直

訳的 な英語 を用 い た 。

2　 過　　程

　ポ ール ゲ ーム にお け る状況判断 とい う概念 を よ

り良 く理解す るた めに は，人間 を
一
種の情報 シ ス

テ ム とみなすア プ ロ
ーチ に 従 う こ とが 有 効 で あ

る 。
こ の よ うな情報処理的 ア ブ ・

一
チ に従 うと ，

プ レ ーヤ
ー

は異なる働 きをする幾 つ かの 下位過程

N 工工
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を経 て プ レ ーに関す る決定 を下 し て い る と考 え る

こ とがで きる 。 すなわち，ボ
ー

ル ゲ ーム にお け る

状況判断に は過程が あ る と考える こ とが で きる。

　情報処理 的 ア ブ ・ 一チ か ら今 ま で にな され て き

た論議 の 内，人 間 の 運動遂行過程の モ デル に関す

る論議 ぐWhiting54）・55），　Marteniuk26），
　Singer46），

Stallings47））及びポ ー
ル ゲ ーム に特定的 な見 地か

らの プ レ ー遂行過程の モ デ ル に関す る論 議 （Ma ・

hlo25），　Greenwood5 ）・6），　Konzag 　and 　Konzag21 ），

中川31），北村 18）） を検討する と，図 1 に示 す よ う

に，ポ
ール ゲ ー

ム におけ る状況判断は少 な くと も

四 つ の 重要な構呻過程の 連鎖 を経 て 行 なわれ て い

る と想定す る こ とが妥当で あ る 。

一 i

ゲ

ー
ム

状
況
の

認
知

対
す
る

選

択
的

注
意

外
的
ゲ

ー

ム

状

況
に

決
定
の

遂
行
・
指

示

　
　

　
　「

定プ

レ

ー

に

関
す
る

決

ゲ

ー
ム

状
況
の

予
測

　　　 1＿ ボ ー
ル ゲー

ム に お け る状況＿ 1
　　 　 　 　 判断 の 過程

図 1　 ポール ゲ ーム に お け る状況判断の過程に 関す る概

　　 念的 モ デ ル

　 こ れ ら四 つ の 下位過程 にお け る機能 の 概略は以

下 の 通 りで あ る 。

　 （1）外的ゲ ー ム 状況 に 対す る 選択的注意 ： ポ ール

ゲ ー ム に お い て 状況判断を行な う際に まず第 1 に

する こ と は ，眼前 に 存在す る外 的環境，すなわ ち

外的 ゲ ーム 状況 の 中 の 適切な情報源 へ 選択的 に注

意を働か せ る こ とで あ る 。 こ れ は ， 1）外的ゲ ー

ム 状況 内に は，多 くは価値 の な い 情報 源が 多数存

在す る ， 2 ）た とえ 価値あ る情報 源 で あ っ て も，

感覚器機能の 限界及 び時間の 制約 の た め に全 て の

情報 源 に注意す る こ とが で きない ， とい う理 由の

た め に プ レ
ー

ヤ ーに と っ て 不 可避的な こ と で あ る

（Whiting54） （p．6），　Jones15））。

　   ゲ ーム 状況 の認 知 ：外的ゲ ーム 状況に対し て

選択的 に注意 した後 に，注意 した情報源か ら情報

を獲得 し ， 評価 して ， 現在 の ゲ ーム 状況の 記述を

得 る。

　   ゲ ーム 状況の 予測 二 現在 の ゲ ーム 状況を認識

した後，次 に ，過 去 及 び現在 の 認識 に 基づ い て 未

来の ゲ ー ム 状況 を想像 し，先取 りす る。 こ の 予測

は ， 次の段階で ある決定の 時機 を早め る こ と に よ

っ て 判断者 に時間 的利益をもた らす とい う意味が

ある 。

　（4）プ レ ーに 関す る決定 ： 最後 に，こ こまで の ゲ

ーム 状況の認知と予測 に基づ い て ，遂行する プ レ

ーに 関する決定をま さに下す 。 そ して ， こ の 決定

の 段階が ， 実際の遂行あ る い は指示 と い う形で表

出 され る の であ る 。

　以 上 の モ デル に よ る と，ポ ー
ル ゲ ー

ム にお ける

状況判断 は，　「外的ゲ ーム 状況を選択的 に 注意 し

て か ら，ゲ
ー

ム 状況 を認知，予測 し，遂行 する プ

レ ーに 関 し て 決定を下 す こ と」 で あ ると定義する

こ とが 可能 となる。

3　 分 　　類

　 ど の よ うに プ レ ーを行な うか に 関 し て ゲ ーム 中

に 下 され る決 定は
一

様では な く，異なる性質 を持

っ た もの が 階層性 を有 し て 存在 し て い る 。 そ れ

故 ，こ の 決定 の 階層 に 応 じて ，状況判断 とい う概

念 も分類 して 捉え て お く必要が あ る。

　まず
一方で ，ゲ

ー
ム に お ける その 時 々 の 状況に

関心が ある の で は な く，ゲ ー
ム の 中の 一

定期 問に

お ける プ レ ー全 般 に 関 係す る決定 が ある 。 具体的

に は ，これは ゲ ー
ム の ある

一定期間 にお け る プ レ

ーの方針 ある い は ゲ
ーム の プ ラ ン を選択 注 2 ） する

こ とに当た る 。 通常，こ の よ うなプ レ
ー

の 方 針

は ， ゲ ーム 前 に コ ーチ と プ レ ー
ヤ
ー

の共 同作業 で

立 て られ るもの で あ るが，ゲ ーム の 展開 に よ っ て

は ゲ
ー

ム 中に変更 され なければ ならな い こ ともし

ば しば あ る。もう一方 で は ， ゲ ー ム に お けるその

時 々 の 状 況を具 体的 に 処 理 する た め の プ レ ーの 決

定 があ る 。 こ れ は 引 き続 く遂行 と直接，結び つ く

もの で あ る 。

　 こ れ ら二 つ の 決定 の 相違か ら，前者の 決定を行

な うこ とは戦略的状況判断 ， 後者の 決定を行 な う

こ とは戦術的状況判断 として 区別 する こ とが適切

で ある と考え られ る。例 えば ， テ ニ ス の ゲ ー
ム の

中盤で サ ーブ ア ン ドボ レ ーの 戦法を選択する こ と

は戦略的 状況判断で あ り， ゲ ーム の 時 々 で 「左 ヘ

ス マ ッ シ ュ」 「右深 い と ころヘ ロ ブ 」 な どと プ レ

ー
を選 択する こ とは戦術的状況判断で あ る。

　チー ム 同士で 競技す る集団ボ ー
ル ゲ ー ム の 場合

に は，更 に，戦術的状況判断 をチ ーム 水 準 ，
ユ ・＝＝
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ッ ト水準 ， 個人水 準 とい う三 つ の 水準に 分類す る

必要が ある。 チ ー ム 水 準で の 戦術的状 況 判 断 と

は ， チ ーム の 全成員の なすべ きプ レ ーを指示 す る

決定を行 な うこ と で あ る 。
＝　 ・・

　
・v ト水準で の 戦術

的状況判断 とは，チ ーム 全体で は な い が ，例え ば

ラ グ ビ ーにおけ る フ ォ ワ
ー ドやバ

ッ ク ス の よ うな

機能的単位集団の 成員の なすべ きプ レ ーを指示 す

る決定 を行 な うこ とで ある 。 これ らは，具捧的 に

は ， 練習 に よ っ て レ パ ー ト リーとして 身 に つ けた

チ ーム プ レ
ー
やユ ニ

ッ トプ レ
ーを ， ゲ ーム 状況 に

応 じて選択する こ とに 当た る 注3）
。 最 後 に，個入

水 準で の 戦術的状況判断 が あ る。 こ れ は，自己 が

行 な うプ レ
ー

を個 々 の プ レ ーヤ ーが ゲ ー ム 状況 に

応 じて選択する こ とに当た る 。
こ の 個人 水準 で の

戦術的状況判断 は，チ ーム や ユ ＝
ッ ト水 準で の 上

位 の 決定が あ る場合 に は ， その決 定に よ っ て か な

りの 制限を受ける 。 しか し，その 場合で も個 々 の

プ レ ーヤ ーは上位の 決定に よ っ て 指示 され たチ ー

ム 及び ユ ニ
ッ トプ レ ーの 枠 内で独 自の 状況判断が

必要 とされ る。 ま た，特 に 流動的 に プ レ ーが 展開

し て い る時の よ うに 上 位の 決定が な い 場 合に は，

個 々 の プ レ
ーヤ ーが独 自に状況判断 を し て プ レ ー

を遂行せね ばならない 。

　集団ボ ール ゲ
ー

ム で は，一定水準以上の チ ーム

になる と ， 以上の異な る性質の 状況判断 に チ ーム

内の 全 て の プ レ ーヤ
ーが同等 に 闔 わる の で は な

く，役割分化が なされて い る 。 す なわち，個人 水

準で の 戦術的状況判断 は 全て の プ レ ーヤ ーに よ っ

て行 なわれ るが， 3 ・　＝
ッ ト水準 とチ ーム 水 準で の

戦術的状況判断及び戦略的状況判断 は ， 大部分が

ユ ニ
ッ トと チ ーム の リーダーに よ っ て 行 な わ れ

る 。

　ボ ール ゲ ーム にお い て状況判断は た だプ レ ーヤ

ーの 問題で あ る と は 言 えず， コ
ーチ に も関係が あ

る 。 こ の コ ーチ の 状況判断は ，ゲ ーム 進行中の ベ

ン チか らの指示及び ハ ーフ タ イ ム や タ イ ム ア ウ ト

の 間 の 指示 とい う形 で 具体的 に反映 され る 。 しか

し、本論文は プ レ ーヤ ーの 状況判断 の問題 に の み

焦点を当て ，
コ
ーチ の 状況判断の 問題 に こ こ で は

触れ ない こ と にする。

　以 上 の 論議の 要約 を示 した もの が表 1 で ある 。

表 1　 ボ ール ゲー
ム にお け る 状況判断 の 分類

戦 略 的 状 況 判 断

戦 術 的 状 況 判 断

チ 　ー　ム 　水 準

（ユ 昌
ッ

ト 水 準

個　 人　 水　 準

決 定 の 内 容

ゲーム の
一定期間 に お けるプ レ

ー
の 方針の決定

そ の 時々 の ゲ ー
ム 状況を処理 す る た め の プ レ ーの

決定

　チ ーム 内 の 全 プ V 一ヤ ーが関与する決定

　特定 の ＝ ；
ッ ト内 の ブ V 一ヤ

ーが関与す る決定

　自己 が遂行す る プ レ
ー

の 決定

判 断 者 注）

掛杢歌 鯛 ボ ール ゲー・

O

○

チーム リ
ーダー

ユ ニ
ッ ト リーダー

チ ー
ム リーダー

二 t ニ
ッ ト リーダ ー

各 プ va ヤ
ー

注）各 ボール ゲ ーム の性質 に応 じて ， そ れ ぞ れ の 状況判断 に コ ーチ も関与す る

ボール ゲ
ー厶 にお ける状況判断能力

1　 定義及び分類

　 ゲ ーム で 行なわ れ る
一連 の 状況判断 に関 して，

個 々 の プ レ ーヤ ーの 間で優劣差があ る こ とは周知

の 事実で あ る 。 具体的 に は，決定 の 内容 と決定の

速さに おい て優劣差が生 じる 。 従来，こ の よ うな

状況判断 に関する プ レ ーヤ ーの能力 に言及するた

め に ， 判 断力 とい う用 語が し ば しば使われ て きた

（例え ば岡 ら35），サ ッ カ ー指導法研 究会 42 ），大 西

ら37））。 しか し，こ の判断力 （judgement）は ， 心

理 学 の 領域で は 実際 的知能に類似 した一般能力特

性 を指す用語 と して使 われ て い る （Johnsoni3）
，

Pawlik39），
　 Northroが4））。 こ こで論じて い る 聞題

は ， ボール ゲ ーム の 領域の 問題で あ っ て も， 当然 ，

心 理 学 的に ア プ ロ
ー

チ され る こ とを考え る と，術
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語 と して 判断力を用 い る こ とは無用 の誤解 を生む

可 能性があ り好 ま し くない 。 む しろ本論文で 定義

を与え明確 に した状況判断を基 に ， 状況判断能力

を術語 と し て 用 い る方が適切で ある と思 われ る 。

　 あるプ レ
ー

ヤ ーに つ い て状況判断能力 とい う用

語を使 う場合 ， 通常はその プ レ
ーヤ ーが プ レ ーし

て い る特定 の ボ ー
ル ゲ ーム にお ける状況判断の 能

力 を指す 。 例 えば ，その プ レ ーヤ ーが テ ニ ス の ブ

レ ー
ヤ

ー
な らテ 昌 ス の ゲ ーム にお ける状況判断の

能力 を指 し， ラ グ ビ ー
の プ レ ーヤ ーな ら ラ グ ビー

の ゲ ーム に お け る状況判断の 能力 を指す 。

　
一方，各 ボ ール ゲ ーム に 共 通する 状況判断の 能

力が存在する の で は ない か，と い う問題 を提起す

る こ とがで きる e こ の よ うな考えが 出 て く る の

は，各ボ
ー

ル ゲ ーム が形 態 ・構造等に 差異が あ る

とは 言え ， 状況判断 をす る こ とには共 通 の 要 求が

あ る と仮定 する こ ともで きるか ら で あ る 。 し か

し， こ の 種 の 問題 には実証 的 に何 ら手が つ けられ

て い な い 。従 っ て ，現 状で は ， 単に 状況判断能力

と言 っ た場合，それ は各 ポ ール ゲ ーム に特定的 な

見地 で の 状況判断の 能力 を指すもの と規定 し，「特

定 の ボ・一ル ゲ ーム に お い て，状況判断をす る，す

なわちゲ ーム の 中で ，遂行する プ レ ーに 関する決

定を行 な う能力」 と定 義す る 。 そ して，前述の ボ

ー
ル ゲ ーム ー

般に共通する 状況判断 の 能力に言及

す る必要があ る場合 には 「一般的」 とい う限定詞

を付 け，その 特殊 な意味 を明記す る こ とが適切 で

ある と思 われ る 。

　次に ，先の 状況判断 の 分類 に対応 して，状況判

断能力 も戦略的 状況判断能力及び三 つ の 水準での

戦術的状況判断能力 に 分類す る こ とが で きる 。

2　 ス キ ル の 構成要素 と して の 位置 づ け

　本項 で は，ボール ゲ ーム に お ける状況判断 能力

と い う概 念の 位 置づ けをよ り明確 に す るた め に ，

ス キ ル と い う概 念 との 関連 で 考察 を加え る 。

　ボ ール ゲ ー
ム の領域にお い て ，ス キ ル 滋 ） と は

各ボ ール ゲー ム に存在する技術 を如何 に習得 し発

揮で きる か に関する概念で あ り， 言い 換 え る な

ら，プ レ ーヤ ーの ゲ ーム で の プ レ ー能力 を意味す

る概念 で あ る 。 こ の 意味の ス キ ル には 二 つ の 用 法

があ る 。

　まず第 1 の 用 法 と して，パ ス の ス キ ル や ドリ ブ

ル の ス キ ル な どの よ うに特定 の プ レ ーの 熟練度 を

指すた め に ス キ ル を使 う。 この 際 ， ス キ ル が本質

的に運動 を遂行する時の 環境条件 と密接な関係を

持 つ 概念である こ とに留意 しなけれ ば な ら な い

（Johnson14）
， 猪俣！o））。 従 っ て，ボール ゲ ーム に

お い て も ， 各ポ ール ゲ ーム 特有の動作を単に （ゲ
ーム 状況か ら離れ て）遂行する能力が ス キ ル で は

な くて ，現実の ゲ ーム 状況 と の対応関係の下 で遂

行す る能力が ス キ ル で ある と理解 されね ばな らな

い 。 こ の こ とを 明確に させ るた め に ， RFU な ど

4：）・17）に な ら っ て ，ゲ ーム 状況と の 関連 を 持 た な

い単な る動作遂行能力 を テ ク ニ
ッ ク 注5） と 称 し，

ス キ ル とは異なる概念 として確立 させ るこ とが必

要か つ 有効な処 置で あ る と思われ る 。 例 えば，優

れた パ ス の ス キ ル とは，必 要 とされ る動作 に習熟

して い る ，つ ま りパ ス の テ ク ＝
ッ ク に優れ て い る

こ とだ けを意味す る の で は な く， ゲ ーム の 適切 な

状況 にお い て パ ス の テ ク ニ
ッ ク が 発揮 され る こ と

を意味する 。 言い 換 え るな ら，適確な状況判断の

下 で テ ク ニ
ッ ク が発揮され ない 限 り，い くらパ ス

の テ ク ＝
ッ ク に優れ て い て もパ ス の ス キ ル に優れ

て い る とは言え ない 。 こ の よ うに考 え て くる と，

状況判断 能力は
，

ボ ール ゲ ーム に お ける ス キ ル の

中で テ ク ニ
ッ ク を ゲ ーム の文脈 と結び つ け る とい

う重要 な役 割 を担 っ て お り，ス キ ル を 構 成 す る

不 可 欠 な要 素 と し て 位置づ けられ る こ と が わ か

る注6）
。

　次に第 2 の 用 法 として ，
テ ＝ ス の ス キ ル や ラ グ

ビ ーの ス キ ル の よ うに，あ る ボ ー
ル ゲ ーム を全体

と して 一つ の技術的課題 とみ な し，それ の 全体 と

して の 熟練度 を指 して ス キ ル を使 う。 こ の 場合 の

ス キ ル は，ゲ ーム に おけ るプ レ
ー

ヤ
ー

の 総体的な

プ レ
ー

能 力 の 水 準を指示する 際に 使われ る 。
こ の

総体的 な ボ
ール ゲ ー ム の ス キ ル は，例え ば松 田a「）

の よ うに ，前述 した パ ス や ド リ ブ ル な ど の 構 成

（下 位）ス キル に 分析 して 捉え られ る こ とが 多い 。

こ の よ うな考え は 図 2 （a）の よ うに 図式化で きるで

あろ う。

　こ こ で ， 前述 した よ うに ス キ ル とい う概念を 正

し く理解 する な ら， 状況判断 能力 が ス キ ル を構成

す る不 可 欠な 1要 素で ある こ とが認識で き るは ず

で あ る 。 しか し ， 従来，こ の こ とはそれ程 明確に

認識され て きた とは言え な い 。例 え ば，ボ ール ゲ
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｛a｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （b）

　　　　　　　　　　　　　　 注）例え ば パ ス の ス キ ル は，パ ス の テ ク ニ
ッ ク 十

　　　　　　　　　　　　　　　　 状況判断能力

図 2　ボール ゲ ーム の ス キ ル に 関する二 つ の 概念的モ デル

一 ム にお ける ス キ ル テ ス ト の 研究 を概観すれ ば ，

如何 に状況判断 能力の 存在が見落 とされ て来 たか

が よ くわか る で あろ う （Collins　 and 　Hodges4 ）
，

Teipelse））。こ の よ うに 図 2 ｛a ）の 概 念的 モ デ ル は

実際的な見地 か らそれ 程有効なもの で ない だ けで

な く， 理論的 な見地 か らも適切で な い 面 が あ る 。

すなわ ち ， 状況判断 と い う内的活動は，一定の 経

過 を辿 りなが ら実際 の 遂行 に先立 っ て 生 じ る の

で ， 結果 と し て 遂行 され る プ レ ーの 種類 に よ っ て

相異 が ある とは考え に くい 。 それ故，状況判断能

力は それ ぞれ の構成 ス キ ル に帰属 させ るよ り，む

しろ 1個 の独 自の能 力要素 とし て 抽出す る方が合

理 的で あ る。

　以 上か ら，総体的なポール ゲ ーム の ス キ ル は図

2   の よ うに 図式化 する こ とが適切で ある と考え

られ る 。 こ の モ デ ル か ら，テ ク ＝
ッ ク と ともに状

況判断能力が ，
ポ ール ゲ ー ム の ス キ ル を構成する

2 大要素の 一つ であ る こ とを明確 に認識す るこ と

が で きるで あ ろ う。

　以上 は 個人 の 水 準 の 論議で あるが，集 団ボ ール

ゲ ーム に つ い ては ， 更に ＝ ・・＝
ッ ト 及びチ ー ム とい

っ た集団の 水準で の論議が必要 で ある 。
ス キ ル と

い う用 語は
一

般に 個人に 対 して 使われ るが， ユ ニ

ッ ト及 び チ ー ム の集 団全体 の 熟練水準 に言及 す る

た め に使 うこ とも で き る （Worthington56 ））。前

述 した よ うに ，集団ボ ール ゲ ーム で は ，

一定水 準

以上 の チ ーム に な る と，個 々 の プ レ ーヤ ーが全 く

自由に プ レ ーしなが ら ゲ ー ム を行 な う の で は な

く， a ・＝＝ッ トや チ ーム の リーダーが 残 りの プ tz・一

ヤ ーの プ レ ー
を指揮 しなが らゲ ーム を行な う。 従

っ て ， 個 々 の プ レ ーヤ
ーが全 く同水準の ス キ ル を

持ち ， しか も同程度 に個 々 の 集団 プ レ ーに習熟 し

て い て も， リーダーの 状況判断の如何に よ っ て ，

ユ ＝
ッ トやチ ーム 全体 の 課題遂行 の水 準は異 なる

こ とにな る。それ 故，集団 ボ ール ゲ ー ム で は，よ

り上 位 の 状況判断を行 な う リーダ ーの 能力が ユ 畠

ッ ト及びチ
ー ム の ス キ ル の 不 可欠 な構成要素と し

てある こ とが 認識 され なけれ ばな らない 。

3　構成要素

　先 に提示 した状況判断の 過程の 概念的 モ ヂ ル に

従 うと ， ボ ール ゲ ー ム にお ける状況判断能力の 構

成要素 を同定する （identify）こ とが可能 となる 。

　プ レ
ーヤ ーの 状況判断能力は，現 実 には身体運

動や言語反応 を通 し て 顕 在化す る 「プ レ ーある い

は プ レ ーの方針 の 決定」 の 質に基づ い て評価 され

る 。 先 の状況判断 の 過程に関 する 概念的 モ デ ル が

示す重要な こ とは，その 衷出 された決定が ， 連続

す る 四 つ の 異 な る精神過程 を経 た所産 で あ る とい

うこ と で あ る 。 そ し て 更に 重 要 な こ とは，ボ ール

ゲ ーム の 特性か ら，こ れ ら四 つ の 精神過程で 決 し

て 容易 とは言え な い 特殊 な要求が プ レ ーヤ ーに 課
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され て い る とい うこ とで ある （Konzag 　 and 　Kon ・

zagZl ））。 以上 の こ とは，プ レ
ーヤ ー

の状況判断能

力の 優劣を規定す る要因を顕在化する決定の段 階

に 求め るだ け で は 不 十分で あ り，それ に 先立 つ 他

の 三 つ の 精神過程 に も同様に 求め な けれ ばな らな

い こ とを意味 し て い る 。 言い 換え る なら，状況判

断 に お い て 生 起す る個人差 の 源泉 が、こ れ ら四 つ

の 精神過程 全 て にあ る こ とを意味 する 。

　それ 故，ポ ール ゲ ーム に お ける 状況判断の 過程

を構 成す る四 つ の精神過程 にお け る能力注7），すな

わち J

　　 1 ）外 的ゲ ーム 状況に 対する選 択的 注意能力

　　 2 ）ゲ ー ム 状況 の 認知能力

　　 3 ）ゲ ー ム 状況 の 予測 能 力

　　 4 ） プ レ ーある い は プ レ
ー

の方針の 決定能力

を ポ ール ゲ ーム にお け る状況判断能力の 構成要素

と し て 同定する こ とが で きる 。

4　類 義 語

　 ボ ール ゲ ーム にお け る状況判断能 力の 同義語 と

して 判断 力が ある こ と は既 に述 べ た 。 ま た、ボ ー

ル ゲ ーム に お け る状 況判断 の 定義か ら，意思決定

能力 とい う用語 を同義語 と して 導 く こ と も で き

る 。 他 に，状況判断 能力 と類似 した意味 を持 ち，し

か もか な り頻繁に使われ て い る類義語が幾 つ か あ

る の で ，こ こ で それ らを取 り上 げ論議 して お く。

　ま ず， 独語圏の 関連文献に しば しば現われ る用

語 と し て戦術能力（taktische　Ftthigkeit）が ある 。

こ の 戦術能力の 概念規定 には二 つ の 立 場が あ る 。

一つ は ，
Mahlo24 ）や Heinrich　7 ）の よ うに 戦術行

為 を実際に行 な う こ とが で き る 能力 と し て 規定す

る立場 で ，もう
一

つ は Barth　2 ）や Konzag2  ）の よ

うに 戦術行為 を も た らす前段 階 の 行為決定に 関す

る能力 とし て 規定する立 場で あ る 。 こ の 後者の 立

場で の 戦術能力 は状況判断能力 と同義で あ る と言

え る 。

一方 ， 前者の 立場に よる戦術能力に つ い て

も，知覚的 ・知的要素に大 きな強 調点 が置か れ て

い る こ とが 認 め られ ，全 く同義 とは言え ない が ，

中核 に 状況判断能力が位置 して い る概念 と してみ

なす こ とが で きる 。

　次に ，ポ ール ゲ ーム の 領域，特に実践の 場に お

い て セ ン ス とい う用 語が使われ る こ とが しば しぼ

ある 。 これ は単に セ ン ス と言われ る こ とが 多 い

が ，
ラ グ ピ ー

セ ン ス の よ うに前に ボ
ール ゲ

ーム 名

を付けた セ ン ス やゲ ーム セ ン ス と して 使われる こ

ともある。これ らの セ ン ス に 関す る用語 は様 々 な

形で 定義され て お り，未 だ統 一
的 な見解 はない

。

例 えば Higham 　and 　Higham 　8） は ラ グ ビ ー
セ ン

ス を ， 中川 29）は ゲ ーム セ ン ス を状況判断能力 と同

義 とし て定義 して い る 。また，Thorpe　and 　West51）

はゲ ーム で の 成功 に貢献す る と仮定 され る
一般的

知的特性 と して，工藤22）は全 て の ポ ール ゲ ーム に

共通す る一般的な状況判断能力 と して ， それぞれ

ゲ ーム セ ン ス を定義 して い る。こ の よ うに ，
セ ン

ス とい う用語に関 わる概念規 定 の 問題 は更 に今後

の論議 が必 要で ある が ，い ずれ にせ よ ， 状 況判断

能力 と密 接 な 関係を 持 つ 概念 と して 規 定 され ね ば

な らな い と考 え られ る 。

ゲ
ー 厶 状 況

1　 定　　義

　ボ ール ゲ
ーム にお ける状況判断 は ， プ レ ーヤ ー

が置か れて い るゲ
ー

ム 状況 と の相互 交渉 の 過 程で

ある 。 それ故 ，状況判断 に関する論議に は ，

一方

で ゲ ーム 状況に関 する 論議が 不可 欠で あ る。 こ の

問題 は特に 実験的研究及び実践 の 見地 か らも重要

で ある 。 何故 なら，どちらの場合に お い て も， 何

らか の 形で ゲ ーム 状況を人 工的 に設定す る こ とが

必要 となるか らで あ る。

　ゲ ーム 状況は ， 「ゲ ーム にお い て ，
プ レ ー

ヤー

に影響を与え る刺激 の総 体」と して 定義 で き る 翰
。

次 に ， こ れ ら の 刺激要素を具体的 に示 しゲ ーム 状

況 とい う概念 の 外 延 を与 え る こ と が
， 概念 の よ り

一層 の 理 解を 図 るた めに有効で ある と思われ る 。

こ の こ とに関 して は 既に 別の 論文3°）で 論議 して い

る の で ，こ こ で は表 2 にその 要 約を示 して お く．

表 2　 ゲー
ム 状況を構成する要素

・客観的要素 （外的 ゲ ー
ム 状況）……眼前に存在する 外

　 的 環境 を形作 っ て い る要素 3 ボ ール ・プ レ ーヤ ー。

　 競 技 場 の 形 状，ボ ール ・プ レ ーヤ ー
の 位 置 ， nt　一

　 ル ・プ レ ーヤ ー
の 運 動 ， ゲー

ム の 経過時 間，得 点 ，
　 気隷要素，ル ール な ど

・主観的要素……
眼前 に は客観 的 実体と して存在 しない

　 が，ゲ ーム の展開 の 結果，主観的実体 とし て存在す

　 る要素 ： 味方 及 び相 手 の 長 短所 ，味方 と相手の 力 関

　 係，相手の プ レ ーの 傾向 ，
プ レ

ー
ヤ ーの 疲労状態，

　 ゲ ーム の ペ ース ・ リズ ム な ど
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2　 分　　類

　本論文 の 主題で あ る状況判断 とい う視点か らゲ

ーム 状況 とい う概 念を考察す るな ら， それ は 次 の

二 つ の観点か ら分類され る必要が ある 。 こ の こ と

に つ い て も別の 論文29）・30）に お い て 部分的 に論議

し て い るが，こ こ で それ らを再 び要 約 し統括 し て

お く。

　まず第 1 の観点は ， 休止 か ら プ レ
ーが開始 され

る時 の 静的 な状況か ，
プ レ ーが展開 し て い る時 の

動的 な状況か ，とい うこ と で あ る。 こ れ ら静的ゲ

ー ム 状況 と動的ゲ ーム 状況の間で は ， 判断 者 にか

かる時間的圧力の 大 きさ， 判断者及び対象者 ・対

象物 の 運動の 有無，よ り上位 の 決定が関与す る程

度な どに つ い て 差 異が あ り，同列 に扱 うわけに は

い か な い 。

　第 2 の 観点は，当該ゲ ーム 状況 で 有効な プ レ ー

を理 論的 に定式化 で きるか否 か とい う こ と で あ

る。すな わち，当該ゲ
ーム 状況で 優れた成果 を達

成するため に，本来 ，
プ レ

ー
ヤ

ーが選択 し なけれ

ばな らな い セ オ リー的 プ レ ーを確定で きるゲ ーム

状況か，それ ともその よ うな セ オ リー的 プ レ ーを

確定 する こ とが で きない ゲ
ーム 状況か ，と い うこ

とで あ る 注8）
。 前 者 の ゲ ー ム 状況 で は セ オ リー的

プ レ ーを選 択す る とい う定型 的 な状況判断が要求

され る が ， 後者 の ゲ ーム 状況 で は 定型 的 な状況判

断 は要求 され な い ，と い う違 い が ある 。 従 っ て ，

前者 のゲーム 状 況で は下 すべ き決定を標準化で き

るが ， 後者の ゲ ーム 状況で は 標準化で きない 。

　以 上 の 二 つ の 分類法を組み 合わせ る と， ゲ ーム

状況 は次 の 四 つ の 範疇 に分類 され 得る 。

　　 1）静的 で 決定 を標準化で きるゲ
ー

ム 状況

　　 2 ）静的 で 決定 を標準化で きない ゲ ーム 状況

　　 3）動的で 決定 を標準化で きる ゲ ーム 状況

　　 4 ）動的で 決定 を標準化で きな い ゲ ーム 状況

特定の ボ ール ゲ ーム にお い て，これ ら四 つ の 範疇

の ゲ ーム 状況が どの よ うな比 率で 存在 して い るか

は未だ明 らか に され て い ない が ， ポ
ー

ル ゲ ーム に

お ける状況判断 に 関する問題を扱 う際 には，ゲ ー

ム 状況を
一様 なもの と し て 問題 を扱 う の で は な

く ， 少な くとも これ ら四 つ の範疇の下 で 吟昧する

必要が ある と考え られ る 。

結 語

　ボ ール ゲ ーム におけ る状況判断 に 関 する問題に

つ い て は ， 多 くの 研究課題が未解決 の まま残 され

て い る 。 否 ， む しろ何 も解明 され て い な い と言 う

べ きか も知れ ない 。 本論文は ，
こ の よ うな未開拓

な， しか し魅力的な領域の 研究 を推進す るた め の

基盤 を構 築する試み で あ っ た 。 むろ ん ，本論文は

研究 の 出発点に 過 ぎな い 。それ故，本論文 で 提示

した枠組に つ い て，今後一層 の 理論的考察を行 な

い ， 同時にその妥当性並 びに実際的有効性 を実証

的研 究に よ っ て 検証 して い か なけれ ば ならない 。

（付記 ） 本論文 は ，筑波大 学体育科 学研 究科修士 論文3エ）（1982）

　 　 の 一部 を基 に ，改 訂 ・発展 させ た もの で あ る。

注

　注 1 ）　 本論文 で 言 うボール ゲ
ー

ム と は ，Stiehler48）

に倣い ，「ポ
ール （あ るい は そ の 類似物） を媒介と して ，

相手 と相互 に 交渉 し合 っ て直接的 に 競技す る ス ポー
ツ 運

動」 を指すe それ故，ボ ール が使われ て い て も，相手 と

交互 に試技 を行ない 間接的 に 競技す る ゴ ル フ
， ボーリ ン

グ，ビ リ ア
ー

ドな どは ボ ール ゲ ーム の 範囀に 含め ない 。

　注 2 ）　 本論文で は ，決定 と選択 は 同義 とみなす 。

　注 3 ）　 こ の よ うな リーダ
ー

に よ る 上 位 の 状況判断が

ゲ ーム の 中 で 関 与 して い る 程度 は ， そ れ ぞ れ の ボ ール ゲ

ーム で か な り異な る。例 え ば 同 じフ ッ ト ボ ール 系の ボ
ー

ル ゲ ーム で も，サ ッ カ
ーと ア メ リ カ ン フ ッ トボ

ー
ル の 間

で は 関与の 程度 に大 きな違い があ る こ とがわか る で あ ろ

う。

　注 4 ）　 一般に ，
ス キ ル に は大 きく二 つ の 意味があ る

（Knapp19），　 Robb40），　 Singer46） （pp．29− 31））。一 つ

は，人 があ る課題，特 に技術的課題 を遂行する能力を意

味し，も う
一つ は ，あ る特定 の 行為 あ るい は 活動を意味

す る 。 こ こ で は 前者の 技能 の 意 味 で ス キ ル を使 っ た （何

故，技能 とい う用 語を使わなか っ たか は 次 の 注 5 ）を参

照）。 また ，
ス キ ル は 本来 ， 高 度 に熟 練 し た状態 の 遂行

能力を意味する概念 で あ る が ， 熟練状態 に達 して い な

くて もそれ ぞ れ の 水準 で の 課題遂行能力をそ れ ぞれ の

水 準 で の ス キ ル とす る の が
一

般 的 で あ り　（Robb4。），

Singer46） （pp．29− 31））， 本論文 で も同様 の使い 方 を し

た。

　注 5 ）　 テ ク ニ
ッ ク は 通常，技術 と訳 さ れ る 。 こ の 技

術は ，我 が 国 の 体 育学会 で は 「客観的 な 運動実施方法」

を指す用 語 と して 既 に か な り定着 し て い る （例 え ば 新修

体育大辞典 9））。しか し こ こで 言 うテ ク ＝
ッ ク は こ の よ

うな従来の 技術 の 意味 で は な く， む し ろ技能 に近 い 概念
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　（狭義 の 身体一運動技能） で ある。 それ故 ， 誤解を 避 け

る た め に 原語の まま テ ク ニ
ッ ク とした 。 また ， こ の 関連

か ら，
ス キ ル も技能とせ ず 原 語 の ま ま用 い た 。 ボ ール ゲ

ー
ム の 領域 で は ， こ の 種の 用 語 の 聞題 は 瞹昧な 玄 ま放置

され て い る こ とが 多 く， 今後，包括 的 な論議を行な う必

要が あ る。

　 注 6 ）　 こ の こ とは ， サ ポー ト ブ レ ーな どの ボール を

持 っ て い ない 時の 位置取 りの ス 彳 ル を考え て み る と ， よ

り端的に理 解で きる で あろう。 この 位置取 りの ス キ ル で

必要とされ る運動動作は ほ とん ど 「走る こ と」だけで あ

り，そ の テ ク a
ッ ク の み に よ っ て ス キ ル を捉え る こ とが

で きない こ とは 明白 で あ る 。 い つ ， どこ に走る の か ， に

関す る 状況判断能 力 こ そ が 位 置取 りの ス キ ル の 本質で あ

る と言わなければならな い 。

　 注 7）　 と こ ろが ，場合 に よ っ て は ， ボール ゲー
ム に お

け る状況判 断過程 の 1下 位過程 と して で は な く ， ゲ ー
ム

状況 の 認 知やゲ ーム 状況 の 予測 とい っ た事象自体が注 目

され 研 究 主題 に な る こ とがある（例えば LondereeJr．23），

調 枝 3 ），中川 30）
， 村上28））。 こ の 場合に は，状況判断同

様 ， 先行する全 て の 精神過程 の結果と して の 認知や予測

に 関心があ るの で あ る。従 っ て，こ の 場合 の ゲ ーム 状況
の 認 知能 力 や ゲ ーム 状況 の 予 測 能 力 は 当該 過 程 に 限定 さ

れ た もの で は な く ， 当該過程 に 至 る ま で の 全 て の 精神過

程 に お け る能 力 を含 ん だ もの として みな さなけ れ ばなら

な い 。

　注 8 ）　 当該 ゲ ー
ム 状況 で 優れた成果を達成 する た め

に理 論的 に許容され る プ レ ー
選択の 幅 とい う次元か ら，

ゲ ーム 状況の 連続体を仮定す る こ とが で き る が （中

川 29））， こ こで 示す ような 二 分法的分類の 方が実際 に は

よ り大 きな有効性を持 つ 枠組 に な る と思われ る ．
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